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	応用
	抗原情報
	背景
	DNAメチル化は真核生物ゲノムの主要な修飾であり、哺乳類の発生において重要な役割を果たします。この遺伝子は、メチルCpG結合ドメイン（MBD）の存在を特徴とする核タンパク質ファミリーに属します。コードされているタンパク質は、ヌクレオソームリモデリング活性とヒストン脱アセチル化酵素活性を含む多サブユニット複合体であるNuRDのサブユニットです。他のファミリーメンバーとは異なり、コードされているタンパク質はメチル化DNAに結合できません。このタンパク質は、転移関連タンパク質2とコアヒストン脱アセチル化酵素複合体との結合を媒介します。選択的スプライシングにより、この遺伝子には複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年7月]、機能：単独ではDNAに結合しません。ヒストン脱アセチル化酵素とDNAメチル基転移酵素をリクルートします。転写抑制因子として作用し、遺伝子サイレンシングに関与する。,類似性：1つのMBD（メチルCpG結合）ドメインを含む。,細胞内局在：核内に散在する。,サブユニット：MBD2とのヘテロ二量体。NuRDおよびMeCP1複合体の一部。HDAC1、MTA2、DNMT1、p66-α、p66-βに結合する。,
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	MBD3抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MBD3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

